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ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

問　
今
後
の
市
政
運
営
の
基
本

的
な
取
り
組
み
の
方
向
性
と
、

中
長
期
に
わ
た
る
復
興
に
対
す

る
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
感
染
症
に
適
切
に
対
処

す
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
暮
ら
し

が
求
め
ら
れ
る
現
状
で
は
、
効

果
的
な
感
染
防
止
策
を
講
じ
つ

つ
、
社
会
経
済
活
動
を
段
階
的

に
回
復
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
新
た
な
社
会
を
見
据
え
て
、

Ｉ
Ｔ
を
生
活
に
浸
透
さ
せ
る
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
、
国
連
が
提

唱
す
る
「
よ
り
良
い
復
興
」
を

通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問　
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
へ
の
影
響
や
市
民
の
声
な

ど
を
徹
底
し
て
分
析
し
、
国
・

県
や
本
市
の
緊
急
対
策
の
検
証

を
行
っ
た
の
か
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
に
本
市
で
策

定
し
た
対
策
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
国
・
県
の
動
向
や

総
合
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
の
意
見
を
基
に
追
加
対
策

も
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

本
市
の
一
連
の
対
応
を
し
っ
か

り
と
検
証
し
て
い
く
。

問　

経
済
活
動
支
援
策
と
し

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

推
進
を
単
発
で
は
な
く
継
続
的

に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
将
来
的
な
地
域
通
貨
な

ど
へ
の
展
開
も
含
め
、
現
在
の

取
り
組
み
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
て
、
継
続
的
な
推
進
に
向
け

た
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
目
標
達
成

を
奨
励
し
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
公
民
連
携
に

つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
も
民
間
企
業

な
ど
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

逆
境
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ア

イ
デ
ア
を
磨
き
、
持
続
可
能
性

を
高
め
る
取
り
組
み
が
重
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問　
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
緊
急
対
策
を
実
施
し
た
が

基
金
は
充
足
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
積
み
立
て
に
関

す
る
方
針
や
目
標
に
つ
い
て
考

え
方
を
伺
う
。

市
長
　
各
種
基
金
は
決
算
状
況

や
今
後
の
財
政
需
要
を
踏
ま

え
、
可
能
な
範
囲
で
積
み
立
て

を
し
て
い
る
。
今
後
も
、
中
長

期
的
な
視
点
で
積
み
立
て
を
行

い
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

支
え
て
い
く
。

問　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
や
見
附
台

周
辺
地
区
、
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン

の
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
に
影

響
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
ま
ち
の
活
性
化
を
推
進

す
る
た
め
、
事
業
が
滞
ら
な
い

よ
う
、
財
政
状
況
に
留
意
し
て

予
算
を
配
分
し
て
い
く
。

問　
市
民
病
院
は
経
営
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
年
度
の

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
医
療
提

供
体
制
の
整
備
な
ど
を
目
的
と

す
る
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
補
助

金
の
交
付
見
込
み
と
、
本
市
の

財
政
支
援
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
経
営
状
況
は
、
前
年
同

時
期
と
比
較
し
て
入
院
及
び
外

来
の
患
者
が
減
少
し
た
た
め
、

医
業
収
益
は
約
６
億
円
減
少
し

て
い
る
。
補
助
金
は
、
国
の
１

次
補
正
分
は
交
付
決
定
さ
れ
て

い
る
が
２
次
補
正
分
は
未
定
で

あ
る
。
交
付
さ
れ
て
も
不
足
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
市
か
ら

の
財
政
支
援
も
視
野
に
入
れ
て

市
民
病
院
と
協
議
を
進
め
る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

問　
コ
ロ
ナ
禍
と
国
の
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
の
動
向
を
踏
ま
え
、

平
塚
市
情
報
化
基
本
方
針
の
見

直
し
を
検
討
す
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
国
の
動
向
を

受
け
、
本
市
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
役
所
へ
行
か
な
く
て
も
手
続

き
が
で
き
る
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
関
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
な
が
ら
、
新
た
な
方
針
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推

進
へ
向
け
て
ど
の
よ
う
に
条
件

整
備
し
て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
在
宅
で
勤
務

す
る
職
員
の
服
務
・
勤
怠
管
理

な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
、
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
５
月
に
策
定
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
用
パ
ソ
コ
ン
は
20

台
か
ら
95
台
へ
の
拡
充
を
進
め

て
い
る
。
個
人
情
報
の
適
切
な

取
り
扱
い
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
強
化
も
進
め
て
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ

せ
る
こ
と
で
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
へ
変
革
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

国
は
推
進
し
て
い
る
。
本
市
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
新
し
い
生
活

様
式
の
中
で
市
民
や
事
業
者
が

よ
り
快
適
に
暮
ら
し
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
ヘ
の
対
応
な
ど
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

専
門
部
署
の
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
専
門
部
署
を

設
置
し
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
速
や
か
に
対
応
す
る
。

問
　
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た

が
、
避
難
所
配
備
職
員
と
地
域

住
民
の
役
割
分
担
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
の
か
。

副
市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染

症
対
策
は
、
原
則
職
員
が
行
う

も
の
と
し
て
い
る
。
一
方
、
避

難
所
運
営
は
地
域
住
民
や
施
設

管
理
者
と
の
連
携
、
協
力
が
必

要
と
な
る
。
避
難
所
運
営
委
員

会
で
検
討
、
調
整
し
可
能
な
範

囲
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
体
調
不
良
者
が
出
た
場

合
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ

な
ど
を
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

ど
う
施
設
を
利
用
す
る
の
か
。

副
市
長
　
施
設
管
理
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
通
常
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
と
な
る
体
育
館
等
以
外

の
校
舎
棟
な
ど
を
柔
軟
に
活
用

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問
　
複
合
的
な
災
害
と
な
る

と
、
多
様
な
視
点
が
必
要
に
な

る
。
避
難
所
運
営
に
お
け
る
女

性
や
子
育
て
世
代
の
参
画
に
取

り
組
ん
だ
成
果
を
伺
う
。

副
市
長
　
避
難
所
配
備
職
員
に

つ
い
て
は
、
各
避
難
所
へ
原
則

複
数
の
女
性
職
員
を
配
備
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
中
の
職
員

も
配
備
す
る
こ
と
で
多
様
な
視

点
を
避
難
所
運
営
に
反
映
し
て

い
る
。

問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

支
援
体
制
は
、
地
域
の
高
齢
化

な
ど
が
進
み
、
支
援
す
る
側
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
地
域

が
あ
る
。
ど
う
対
策
す
る
か
。

副
市
長
　
複
数
の
地
域
住
民
で

支
援
を
行
う
チ
ー
ム
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
方
式
の
提
案
な
ど
有
効
な

支
援
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
く
。
制
度
説
明
や
、

地
域
に
合
っ
た
取
り
組
み
な
ど

の
助
言
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
を

想
定
し
て
い
る
が
、
風
水
害
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
も
対
応
で
き
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ

は
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害

を
想
定
す
る
こ
と
で
、
最
大
か

つ
多
様
な
災
害
へ
の
対
応
を
盛

り
込
ん
だ
計
画
と
し
て
お
り
、

風
水
害
そ
の
他
の
危
機
事
態
に

対
す
る
業
務
継
続
に
適
用
す
る

も
の
と
し
て
い
る
。

問
　
昨
年
の
台
風
15
号
で
、
倒

木
や
枝
折
れ
の
被
害
が
発
生
し

た
。
公
園
な
ど
の
樹
木
管
理
の

取
り
組
み
が
市
民
に
分
か
る
よ

う
に
見
え
る
化
し
て
、
計
画
的

に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
公
園
内
の
樹

木
は
3
年
に
一
度
、
全
体
の
せ

ん
定
や
伐
採
、
確
認
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
は
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問
　
８
月
28
日
か
ら
、
不
動
産

取
引
時
の
重
要
事
項
説
明
に
水

害
リ
ス
ク
の
説
明
が
義
務
化
さ

れ
た
。
住
民
の
命
と
生
活
を
守

る
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
リ
ス

ク
が
高
い
エ
リ
ア
の
外
に
居
住

な
ど
を
促
す
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。
不
動
産
業
者
な

ど
と
の
情
報
共
有
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
居
住

誘
導
に
つ
い
て
は
今
後
策
定
す

る
立
地
適
正
化
計
画
の
中
で
示

し
、
災
害
リ
ス
ク
と
都
市
計
画

の
情
報
を
重
ね
て
リ
ス
ク
の
見

え
る
化
を
図
り
た
い
。
不
動
産

関
連
団
体
な
ど
と
協
議
会
を
組

織
し
、
合
意
形
成
を
経
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
来
年

度
、
都
市
計
画
変
更
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
、
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

公
明
ひ
ら
つ
か

■�少人数学級編制の実現をはじめとする教職員定数改
善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める
意見書（抜粋）
　国の施策として、義務教育費国庫負担制度を２分の
１に復元し、少人数学級の実現をはじめ、ゆたかで行
き届いた教育の実施に向け、教職員定数改善のための
財源を保障し、子どもたちが全国どこに住んでいて
も、一定水準の教育を受けられることが必要です。
　前例がない緊急事態の中で、学校が子どもたちや保
護者の不安に向き合うとともに、「社会総がかり」で
子どもたちの心のケアとゆたかな学びの支援を継続し
て行う必要があります。
　よって、次の事項について配慮されるよう、強く要
望いたします。
１�　少人数学級編制の実現をはじめとする教職員定数
改善計画を早急に策定すること。
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